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＜連絡事項＞

· 本日午後より、青山荘入所中の山田良夫様が青陽館見学予定。

· 本日から通所利用者様の食事実費負担。

· 5/7までに4月分経過連絡表を作成。

· 本日から食事実費負担に伴い、日誌の書式が変更となっている。

＜青明舎登録者様情報交換＞

大久保康弘様～土曜日に訪問した五福スタッフから幻聴の訴えあり表情硬く、言動にまとまり無いと情報提供あり。土曜日に急遽外来受診し、内服薬増薬となっている。本人からも体調不良の訴えあり、土曜日から青山荘にて過ごして頂いている。土曜日にはお兄様の面会もあり、本人から体調を崩した原因として5月からの通所の食事実費負担を考えて事が原因であると訴えあり。現在1ヶ月8万5千円で生活しているが、実費負担となった場合には生活が出来ないと話されている。

⇒お兄様から生活費を1ヶ月10万円とする事を説明。金銭的に苦しいようであれば、ご家族からも支援することを説明すると、安堵した様子見られる。

土曜日の面会時に10万円の生活費を手渡している。

本日デイナイトケア利用しているが、表情良く行事へも参加している。

繁名　和恵様～パンションで使用しているテレビを地デジ対応としたいと訴えが聞かれており、本日青明舎来所した際に、パンションからの手紙を持参。地デジに向けたアンケート調査であり、本人としては現在使用しているテレビにチューナーを取り付けて、テレビを継続して利用する事を希望。本人へアンケート内容を記入して返信するよう説明している。

以前から希望のあったポットや冷蔵庫の購入については、「部屋に置く場所がない」との理由から購入しない事としている。

冨田　紀子様～足の痛みにより欠席が続いていたが、5/10からデイケア利用を再開するとの事。食事実費負担について再度本人へ案内を出す。

我満奈津紀様～5/1に友人と花見に出かけているが、娘様を自宅に残したまま出かけた様子あり。日中に娘様が単独で青明舎に来所しているが、何も話そうとせず30分程で帰宅している。

⇒明日本人・娘様共に通所の行事参加により来所予定である為、休日の過ごし方について確認。必要に応じて娘様を同行せずに外出するのであれば、青明舎へ先に連絡を入れるなど対応するよう説明する。

溝越　キク様～外来受診時に本人へ自宅の公共料金未納に伴い、電気などを止められた件を確認するが、金銭についての質問は返答をはぐらかしており、はっきりとした現状把握をする事が出来ない。現在は、光熱費をお姉様が立て替えて下さった為、生活に支障は無いとの事。

⇒五福のスタッフ等、関係性を構築できているスタッフから金銭状況を確認して頂き、ご家族と現在の管理状況を連絡取り合っていく。必要に応じて、金銭管理面を検討していく。

板橋　利美様～5/1グループホームに入居。現在は落ち着いた様子で生活している。夕食と、土日の食事は青山荘で摂取する事としている。今後は食習慣の乱れが予想される為、訪問時に確認していく。又、通所での体重測定を継続していく。

⇒最近2度寝をしてしまい、デイケア通所時に施設へ連絡して声掛けをして頂く事が多くなっており、定期的な通所利用に対して不安がある。定時来所しないときには、青明舎へ連絡する事としている。

＜事例検討＞

前野　義勝様（50）男性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成14年7月25日（7年9ヶ月）

治療計画　対人関係スキル向上の為、個別SSTや面談を通して振り返りを行っていく。

検討内容　治療計画の見直し

本人の状況

· 本人から「話をしたい」と訴えてくる事が多く、うみねこ幸房での仕事への不満や指導された内容をスタッフへ訴えてくる事あり。指導内容に対して納得出来ない様子見られており、その都度幸房での様子の振り返りを行っている。

· 「職親にいきたい」「仕事をしたい」と訴えており、現在の仕事状況や本人の体調管理の状況から仕事を出来る段階であるか振り返るよう説明するが理解は示されない。

· 体調管理の必要性は徐々に把握出来るようになっており、「休むようでは仕事は出来ない」と話すが、管理の改善には繋がらず、ナイトケアの欠席も見られている。

· ナイトケア利用については以前週3日利用していた為、週3日に戻す事を目標に体調管理を行うよう説明。現在は週2日（水・金）利用。（H21年11月までは週1日利用）

検討結果

· 治療計画の継続。

· うみねこ幸房でのスタッフとの関係で悩んでいる発言が多く聞かれる為、本人へ都度振り返りを行い、うみねこ幸房とも情報根幹を死ながら連携を図っていく。
＜外来情報＞

· 高橋　洋子様　～娘様より自宅での様子として「寝てばっかりいる」と報告されている。

担当医より、今後服薬調整する可能性もあると話されている。

· 森田　清助様　～長者山へ花見に行ってきた事を報告されている。
· 大久保　康弘様～幻聴については、前回の受診時にリントン増量となってから「治まった」と
話されており、子供の声で幻聴が少しあるとの事。トラブルのあったデイナイトケア利用者様と普通に話が出来たと報告されている。デイナイトケアの食事負担金について不安があり、お小遣いが8万5千円から10万円にアップしたとの事。浪費しないよう気をつけるようアドバイスしている。

· 繁名　和恵様　～ハロマンス筋注施行。「後ろで誰かが話しているような気がする」と話され
ている。4/21（水）便に虫が入っているような気がすると話していた件については、なくなったと話されている。風邪症状があり、PL顆粒5日分処方となっている。















